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秋葉丘陵という里山の森の中に、子どもたちが自然を五感で感じながら育つ環境を整え、子どもたち自身の

「生きる力」や「主体性」を尊重した保育を実施している。 

里山の環境を活かした中で、子どもたちの「共に生きる力を育む」という姿勢が評価され人気を博しており、

Akiha 森のようちえんに子どもを通わせたいと、市内外から秋葉区内に移住する家族も出てきている。 

動機・思い                                                        

子どもたちの時代＝次世代を持続可能な社会にしていくためには自然との共生が必要不可欠と考え、そのた

めには何が一番重要で根本となるのかを自分たちなりに考えた結果が「自然への愛着を育むこと」だった。子

どもたちの自然への愛着を育むとともに、子育ての貴重な場である保育園・幼稚園・こども園の園庭を自然に

近づけ、子ども達が主体的に遊べる環境としていくために活動を発信し、その重要性を広めていきたい。 

 

理念・コンセプト                                                

地域の自然環境を活用し、体験を通して、人生を豊かに生き抜く人間力の素地を養いたい。 

 

これまでの取組み                                                        

Akiha 森のようちえんに隣接する形で子育て支援センターを受託するほか、市内各地で自然の中での子育て

についての講演会、プレ－パ－ク事業の運営、小学校児童向けの里山体験事業を受託するなど「里山・自然環

境＝子育ての場」としての特色づくりに取り組んでいる。 

 

評価ポイント                                                      

地域や教育・子育て関係団体とも良好な関係を保ちながら事業を展開しており、里山資源を独創的かつ上手

に活用している。 
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